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「第一回機能訓練教室」を開催

機能訓練で

リフレッシュ
（写真は、スリッパリレーのようす）

まちのうごき
（平成2年10月末）

前月比

世帯数　1，214　（±0）
人　口　4，696人（一4）

（男）　2，263人（＋2）
（女）　2，433人（一6）
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川や海を汚している張本人は
わたしたちです

◎

いま、河川や海の水質汚

濁が問題になっています。

水質汚濁の原因というと、

工場などからの産業排水を

連想しがちですが、実は家

庭から出る生活排水（し尿

を含む）によるところが大

きいことはあまり知られて

いません。

東京湾を例にとると、汚

水質汚濁の原因（発生源別）

産

生活排水の汚れ具合

れの原因の約70％が生活排

水なのです（グラフ参照）。

これは、海や河J廿をきれ

いにしていくのは　〃わたし

たちの心がけ〉欠第〟　という

ことにほかなりません。

そこで今回は、生活排水

の現状をみながら、家庭で

できる生活排水対策を考え

てみましょう。

わ
た
し
た
ち
は
、
炊
事
や
洗
濯
、

ふ
ろ
、
ト
イ
レ
な
ど
に
一
人
一
日

二
百
五
十
⊥
二
百
㍍
の
水
を
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
川
や
海
を
ど
に

流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
生
活
排
水
を
、
B
O
D
と

い
う
汚
れ
の
度
合
い
を
測
る
指
標

で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
し
尿
か
ら

出
る
B
O
D
量
が
、
一
人
一
日
当

た
り
十
三
雪
を
の
に
対
し
、
炊
事
、

ふ
ろ
、
洗
濯
な
ど
に
伴
う
排
水
、

（
生
活
雑
排
水
と
呼
び
ま
す
）
か

ら
出
る
B
O
D
量
は
三
十
雫
に
も

な
る
の
で
す
。

し
か
も
、
法
律
で
未
処
理
の
ま

ま
放
流
す
る
の
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
し
尿
に
比
べ
、
生
晴
雄
排
水
に

は
こ
の
よ
う
を
規
制
が
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
わ
が
国
の
下
水
道
普
及

率
は
わ
ず
か
四
〇
％
で
す
。
残
り

六
〇
％
は
、
未
処
理
の
ま
ま
河
川

や
海
に
た
れ
流
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
の
多
く
が

未
処
理
の
ま
ま
河
川
や
海
に
た
れ
流
し

閻
薗
水
賞
汚
濁
対
策
は
家
庭
か
ら
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第238号

調
味
料
や
食
品
は
少
量
流
し
た
だ
け
で
も

水
貿
汚
濁
の
大
き
な
原
因
に

”
生
活
雑
排
水
の
多
く
が
、
海

や
川
に
た
れ
流
し
“
と
い
う
現
状

か
ら
も
、
汚
れ
た
も
の
を
少
し
で

も
流
さ
な
い
と
い
っ
た
家
庭
の
努

力
が
、
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
が

分
か
り
ま
す
。

特
に
調
味
料
や
食
品
な
ど
は
、

そ
の
ま
ま
流
す
と
、
少
量
で
も
水

質
汚
濁
の
原
因
と
を
っ
て
い
ま
す
。

油
を
例
に
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
事
の
後
片
付
け
の
と
き
に
出
る

排
水
に
含
ま
れ
る
油
分
は
、
工
場

な
ど
で
規
制
さ
れ
て
い
る
油
分
の

排
水
基
準
の
、
数
倍
か
ら
十
数
倍

に
も
を
る
と
い
っ
た
報
告
例
が
あ

る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
調
味
料
や
食
品
を
未

処
理
の
ま
ま
流
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
そ
れ
を
魚
が
住
め
る
水
に
ま

で
薄
め
る
た
め
に
は
、
左
の
図
で

例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ll．■．＿ヽ

⑳

魚が住める水質にするために必要な水の量は

（ふろおけ1杯300£）
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家庭でできる生活雉排水のクリーン作戦には、どのようをものがある

のでしょう。

ここに、生活雉排水対策の実践例を挙げ、その効果をみてみましょう。

喜妻了
鍋や食器に残った油は、ゴムへら

や紙でふき取ってから洗う

そのまま洗ったときと、ふき取っ

てから洗ったときを比申交すると、

BODで約349。削減できたという

報告例があります

米のとぎ汁も

植木や畑にま

くようにする

流しには、ろ紙袋をかぶせた三角

コーナーを

使用後、B ODか約30％削減でき

たという報告例かあります

洗剤は決めら

れた量をきち

‥‥．んと計り、傍

いすぎないよ

う心がける

野菜くずや食

べカスはゴミ

にして出すか、

砺‾　　埋めて土に戻

圏
飽
水
賞
汚
濁
対
策
は
家
庭
か
ら
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わ
だ
い

≪

≪

≪

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

仲
間
と
機
能
訓
練

十
日
十
二
日
、
町
総
合
体
育
館

に
お
い
て
、
「
第
一
回
江
府
町
機

能
訓
練
教
室
」
が
行
を
わ
れ
ま

た
。

▲「逆転玉入れ」結果はおたのしみ…。

ト
み
ん
な
で
輪
を
つ
く
っ
て

自
己
紹
介

病
気
や
老
化
を
ど
に
よ
り
心
身

に
障
害
を
持
っ
た
方
は
、
日
頃
は

家
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
を
り
が

ち
で
す
。
そ
こ
で
、
各
人
に
与
え

ら
れ
た
人
生
を
有
意
義
に
生
き
生

き
と
過
ご
す
た
め
に
、
生
活
空
間

を
広
げ
、
仲
間
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
心
理
的
を
立
ち
直
り
を
は

か
る
た
め
の
　
「
生
活
訓
練
の
揚
づ

く
り
」
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

「
機
能
訓
練
教
室
」
は
、
ま
ず

参
加
者
の
健
康
診
断
か
ら
始
ま
り

問
診
と
血
圧
測
定
を
行
い
、
そ
の

日
の
体
調
を
み
き
わ
め
ま
す
。
事

前
に
、
各
参
加
者
の
主
治
医
の
先

生
か
ら
、
参
加
に
つ
い
て
の
注
意

事
項
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で

安
心
で
す
。
参
加
者
は
車
椅
子
の

方
も
あ
り
、
付
添
い
の
家
族
を
含

め
て
十
六
名
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を
行
い

い
よ
い
よ
機
能
訓
練
の
開
始
で
す
。

機
能
訓
練
は
簡
単
を
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
す
。
「
歌
合
戦
」
　
「
ポ
ー
ル

送
り
」
　
「
逆
転
玉
入
れ
」
　
「
ス
リ

ッ
パ
リ
レ
ー
」
を
ど
の
ゲ
ー
ム
を

和
気
あ
い
あ
い
、
約
一
時
間
楽
し

み
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
は
だ
れ
で
も

で
き
る
簡
単
を
も
の
ば
か
り
で
す
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
会
食
を
し

て
訓
練
を
終
わ
り
ま
し
．
た
。

こ
の
　
「
機
能
訓
練
教
室
」
　
に
参

加
で
き
る
の
は
、
次
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
方
と
そ
の
家
族
で
す
。

①
身
体
的
機
能
に
障
害
が
あ
り
、

ま
た
は
障
害
に
は
至
ら
を
い
が

日
常
生
活
等
に
支
障
を
感
じ
て

い
る
方
。

②
老
化
等
に
よ
り
心
身
の
機
能
が

低
下
し
て
い
る
方
。

③
周
囲
と
の
交
流
が
少
を
く
家
庭

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
た
め
、

心
身
機
能
の
低
下
を
起
こ
し
や

す
い
方
。

今
回
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
は
、

○
体
を
動
か
す
の
に
と
て
も
良
か

っ
た
。

○
ま
た
し
て
ほ
し
い
。

○
全
員
で
集
ま
っ
て
で
き
る
こ
と

は
大
き
を
支
え
に
在
っ
た
。

○
う
れ
し
か
っ
た
。
人
中
に
出
た

こ
と
が
を
か
っ
た
の
で
、
や
や

緊
張
し
た
。

○
気
ま
ま
に
ね
て
い
る
の
で
、
座

っ
て
い
る
の
が
少
し
え
ら
い
。

○
指
先
の
訓
練
と
し
て
、
将
棋
、

碁
を
し
て
み
た
い
。

を
ど
、
全
員
が
参
加
し
て
良
か
っ

た
と
い
う
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
　
「
機
能
訓
練
教
室
」
は
、

今
後
毎
月
1
回
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
参
加
に
際
し
て
は
、
家
族

の
送
迎
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
希

望
に
よ
っ
て
は
、
町
が
送
迎
も
行

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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十
月
十
八
日
、
町
運
動
公
園
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
「
第
3

回
江
府
町
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
行
を
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
と
健
康
増
進
を
図

り
、
相
互
の
親
善
と
併
せ
て
交
通

事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
て
毎
年
行

を
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

競
技
に
先
立
ち
、
総
合
体
育
館

で
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

習
会
で
は
、
溝
口
警
察
署
の
高
橋

巡
査
部
長
が
「
高
齢
者
の
交
通
安

全
に
つ
い
て
」
実
例
を
あ
げ
て
お

話
さ
れ
、
ま
た
、
映
画
を
見
て
、

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
各
地
区
か
ら

十
二
チ
ー
ム
、
約
七
十
名
が
参
加

し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
場

面
も
あ
る
、
白
熱
し

た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
A
グ
ル
ー
プ

優
　
勝

下
蚊
屋
チ
ー
ム

準
優
勝

‖
ハ
田
B
チ
ー
ム

◎
B
グ
ル
ー
プ

優
　
順

貝
周
A
チ
ー
ム

準
優
勝

佐
川
A
チ
ー
ム

登ぎ

今年も、江府町高齢者スポーツ大会

（主催　江府町老人クラブ連合会、明

徳学園自治会）が10月25日、町総合体

育館において行われました。この大会

は、会員の健康づくりと相互の親睦を

深めるため毎年行われているもので、

今年で12回を数えます。

今年は各地区から340名が参加し

て、玉入れやボーリングなどの競技を

楽しみました。また、子供の国保育園園
児も特別参加。おじいさん、おばあさ

んと仲よく競技をしたりダンスを披露

して、大会をもりあげました。

▲ボーリング「ストライーク」

児
童
民
生
委
員
の

担
当
地
区
が
変
わ
り
ま
し
た

十
月
一
日
付
で
児
童
民
生
委
員

に
在
ら
れ
た
、
日
野
尾
千
絢
さ
ん

の
担
当
地
区
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
田
嘉
美
委
員

の
担
当
地
区
が
一
部
変
更
と
在
っ

て
い
ま
す
の
で
、
相
談
の
際
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
担
当
地
区

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
日
野
尾
千
絢
℡
7
5
・
2
5
9
8

〔
担
当
地
区
〕

武
庫
・
半
の
上
・
宮
の
前

◇
生
田
嘉
美
　
℡
7
5
・
2
4
1
1

〔
担
当
地
区
〕

荒
田
・
新
道
・
一
日

紆

軋

W

W

軌

W

睾

1991年

江府町版県民手帳
一薄くて使いやすい日記式手帳”

1部　320円
お求めは、
役場総務課で
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平成2年度上半期

財政状況報告

●

¶●

平成2年4月1日から平成2年9月30日

までにみなさんが納められた税金や国から

いただいた地方交付税などがどのくらい入

り使われたかを図表に表わしました。

財産表（単位†円）積立基金（単肘円）町税の調定と収入（単位刑公債費及び一難入金現在高　憫通鮒）
区　 分 種 目 数　 量

行朋 が亘 土　 地 92 ．048nf

ク 建　 物 14 ，970rJ

公共財産 土　 地 1，195．7351J

〃 建　 物 18 ．942nf

普通財産 土　 地 3．757．457nf

ケ その他 4，672千円

基　 金　 名 現 在 高

財　 調　 基　 金 212．謂8

公 有 林 野 基 金 122．689

土 地 開 発 基 金 10．189

運動公園運営基金 50．000

集 落 経 営 庭 金 489．190

特別導入事業基金 5．357

公共施設等建設基金 261，655

ひとづくり事業基金 100，000

水 18農 業確立 5，998推進 事業基 金

減　 債　 基　 金 77．816

合　 計計 1，335－282

一般会計財政状況

税　 目 調定額 収入額 徴収率

町　 民　 税 99 ，999 54，171 54．2

固定資産税 1 ，032 ．270 529 ，173 51．3

軽自動車税 6 ．912 6 ．864 99．3

た ば こ 税 8 ．104 6 ．709 82．8

特別保有税 360 360 100，0

合　 計 1 ．147 ．朗5 597 ．277 52．0

1g　　 分　　 金 額 Iミ　　 分 金 額

一 般 公　 共 2．880 過 疎 対 貰 1 ．135．840

一 般 単　 独 129．089 地 域 改　 善 140．469

公営性宅建認 66．550 臨時財政特例 14 ．693

義 務 教 育 73．891 調　　　 整 12．268

災 害 復　 旧 21．181 財 源 対　 策 15．693

一 般 廃　 棄 12，493 県 貸 付　 金 6．040

厚 生 福　 祉 227．698 そ　 の　 他 504，493

転　 貸　 債 5，890 合　　　 計 2 ，369，168

一時借入金
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平
成
3
年
4
月
に
、
高
校
、
大

学
を
ど
に
進
学
す
る
た
め
の
資
金

を
必
要
と
さ
れ
る
方
、
国
の
進
学

ロ
ー
ン
の
受
付
け
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

◎
融
資
額

一
進
学
者
あ
た
り
一
〇
〇
万
円

以
内

◎
返
済
期
間

五
年
以
内
（
四
年
以
上
の
学
校

に
進
学
す
る
場
合
は
六
年
以
内
）

◎
利
　
　
率

年
六
・
七
％
（
利
率
は
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

◎
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

く
わ
し
く
は
国
民
公
庫
の
窓
口

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

米
子
市
角
盤
町
二
の
一
〇
一

国
民
金
融
公
庫
米
子
支
店

お
知
ら
せ

国
の
進
学
ロ
ー
ン

受
付
開
始

第
4
2
回
人
権
週
間

1
2
月
1
0
日
は
「
人
権
デ
ー
」
。

今
年
は
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
が

国
連
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
般
周
年

に
当
た
り
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
「
世
界
人
権
宣
言
」

採
択
．
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
多
彩
を
行
事
を
行

い
人
権
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図

り
ま
す
。
今
年
の
強
調
事
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

1
2
月
4
日
～
1
0
日

①
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う

②
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う

③
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

④
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

⑤
障
害
者
の
（
社
会
へ
の
）
完
全

参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

こ
の
機
会
に
、
「
人
権
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
も
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

仕
事
が
し
た
い
け
ど
、
ど
う
や

っ
て
捜
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
人
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

？
ま
た
、
制
約
が
あ
っ
て
、
一
定

の
条
件
で
し
か
働
け
な
い
と
い
う

人
も
。

以
前
は
求
人
も
少
を
く
、
限
ら

れ
た
条
件
の
中
か
ら
選
ば
を
く
て

は
在
ら
な
い
と
い
う
状
態
で
し
た
。

し
か
．
し
今
は
違
い
ま
す
。
マ
ス
コ

ミ
等
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
学
、
高
校
等
学
卒
求
人
は
、
完

全
を
売
り
手
市
場
に
在
っ
て
い
ま

す
。
一
般
、
パ
ー
ト
求
人
も
こ
の

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

米
子
職
安
管
内
で
も
、
求
職
者
1

人
に
対
し
て
1
・
5
人
の
求
人
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
、
町
、
村
に
よ
る
誘

致
企
業
の
進
出
、
好
景
気
に
さ
さ

え
ら
れ
た
既
存
企
業
の
大
幅
を
増

資
計
画
な
ど
が
進
み
、
人
手
不
足

の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

あ
を
た
の
才
能
、
労
働
力
を
必

要
と
し
て
い
る
企
業
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
。
電
話
等
で
の
問
い

合
わ
せ
も
結
構
で
す
が
、
一
度
思

い
切
っ
て
安
定
所
に
足
を
運
ん
で

は
い
か
が
で
す
か
？
き
っ
と
あ
を

た
に
ぴ
っ
た
り
の
　
「
職
場
」
と
、

②
㊧
㊨
㊦
⑧
㊤

高
額
な
学
習
教
材
の

購
入
は
慎
重
に
。

「
訪
問
販
売
で
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
ま
で
の
全
教
科
の
学
習
教

材
を
す
す
め
ら
れ
た
。
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
家
庭
訪
問
も
す

る
と
い
う
の
で
、
三
十
万
円
で
契

約
し
た
。
よ
く
考
え
る
と
高
額
を

の
で
解
約
し
た
い
。
」

こ
の
よ
う
な
学
習
教
材
に
関
す

る
相
談
が
、
消
費
者
生
活
セ
ン
タ

ー
に
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
来
年
か
ら
学
校
指
定
の
教
材
に

な
る
」
な
ど
と
勧
誘
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
学
齢
期
や

受
験
を
控
え
た
子
ど
も
を
持
つ
母

親
の
不
安
を
心
理
に
つ
け
込
み
、

言
葉
巧
み
に
契
約
を
迫
り
ま
す
。

契
約
内
容
も
、
学
習
指
導
サ
ー
ビ

「
生
き
が
い
」
が
見
付
か
る
は
ず

で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
業
安
定

所
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
）

米
子
公
共
職
業
安
定
所

ス
や
ビ
デ
オ
教
材
を
付
加
し
た
も

の
な
ど
様
々
で
、
ト
ラ
ブ
ル
の
内

容
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
学
習
教
材
は
高
額
で

あ
る
た
め
、
信
販
会
社
を
含
め
た

三
者
間
の
契
約
と
な
る
場
合
が
多

く
、
い
っ
た
ん
契
約
す
る
と
解
約

は
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

契
約
す
る
前
に
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
当
に
必
要
か
、
長
期
間
続
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
、
子
ど
も
を
中

心
に
家
庭
で
よ
く
話
し
合
う
。

②
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
契
約
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

③
学
校
指
定
か
ど
う
か
確
認
す
る
。
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

国民年金

㌔竜こぶ

商工対策

について

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
既
存
企

業
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
優
良

企
業
の
誘
致
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。中

国
横
断
道
の
開
通
、
豊
富
な

水
等
諸
条
件
は
、
ほ
ぼ
と
と
の
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
地
元
受
け
入

れ
体
制
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
商
業
対
策
と
し
て
は
、

商
業
エ
リ
ア
の
整
備
を
し
、
モ
ー

タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た

国
県
道
沿
い
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ト
ア

等
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

は
リ
ゾ
ー
ト
計
画
に
対
し
て
の
地

元
供
給
体
制
整
備
の
研
究
な
ど
が

必
要
で
す

以
上
、
数
回
に
わ
た
り
「
チ
ロ

ル
の
里
構
想
」
　
に
つ
い
て
説
明
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
構
想

で
実
現
し
た
事
業
、
現
在
進
行
中

の
事
業
、
ま
た
、
今
後
検
討
す
る
事

業
等
あ
り
ま
す
が
、
今
後
町
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
で
き
る
こ
と
と

考
え
ま
す
。

「
上
手
な年

金
相
談
の
受
け
方
」

社
会
保
険
事
務
所
で
厄
「
年
金

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
時
間
内
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
平
日

午
前
9
時
1
5
分
～
午
後
4
時

◎
土
曜
（
第
2
、
第
4
を
除
く
）

午
前
9
時
1
5
分
～
午
前
1
1
時

相
談
は
面
談
、
文
書
、
電
話
に

よ
り
行
い
ま
す
が
、
年
金
額
に
対

す
る
相
談
か
、
届
出
や
手
続
き
に

関
す
る
相
談
か
を
ど
内
容
を
事
前

に
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
職
歴
、
年
金
手
帳
、
年

金
証
書
を
ど
が
必
要
で
す
。

代
理
人
の
と
き
は
、
委
任
状
が

必
要
な
と
き
も
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
上
、
本

人
確
認
が
難
し
い
電
話
相
談
で
は
、

具
体
的
を
回
答
が
出
来
を
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

選
挙
－
ロ
メ
モ
マ
ン
ガ
編
　
（
明
る
い
選
挙
マ
ン
ガ
集
よ
り
）

第238号
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鳥
取
県
で
は
1
1
日
を
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間
」
と
定
め
て
、

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
制
度
の
し

く
み
等
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

広
報
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
、
ま
た
思
わ
ぬ
事
故
や
病
気
で

障
害
者
と
な
っ
た
時
な
ど
に
、
国

民
共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
し
、

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す
。

若
い
う
ち
は
、
「
年
金
」
と
言

え
ば
先
の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
だ
れ
で
も
必
ず
年
を
と
り
ま

す
。明

る
く
健
や
か
を
老
後
を
送
る

た
め
、
自
分
自
身
の
年
金
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑳

増車
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り
ひ
と
こ
と
…
子
ど
も
の
食
生
活
に
注
意
。

小
・
中
学
生
の
肥
満
が
ふ
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
肥
満
で
問
題

を
の
は
、
適
切
な
対
策
を
と
れ
を

い
で
い
る
と
、
7
0
～
8
0
％
が
成
人

の
肥
満
に
移
行
し
、
成
人
病
に
在

り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
す
。

栄
養
の
と
り
す
ぎ
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
過
剰
、
受
験
戦
争
を
ど
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
の
増
加
、
原
因
は

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
多
く
の
も
の
は
本
人
の
努
力

や
家
族
の
協
力
で
改
善
が
可
能
で

す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
こ
ま
ご
ま

と
し
た
生
活
改
善
で
す
が
、
根
気

よ
く
積
極
的
に
実
行
し
た
い
も
の

で
す
。

■
子
ど
も
の
肥
満
解
消
法
■

①
1
日
3
回
規
則
正
し
い
食
習
慣

を
（
夜
食
は
や
め
る
）
。

②
食
事
は
よ
く
か
み
、
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
食
べ
る
（
食
べ

物
が
口
の
中
に
残
っ
て
い
る
う

ち
は
、
他
の
食
べ
物
に
手
を
つ

け
を
い
）
。

③
ス
ー
プ
や
み
そ
汁
は
薄
味
に
（

野
菜
な
ど
量
が
多
く
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
低
い
も
の
を
い
っ
し
ょ

に
食
べ
る
）
。

（
甘
い
も
の
は
や
め
て
、
牛
乳

や
果
物
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の

低
い
も
の
に
す
る
）
。

⑤
早
歩
き
や
縄
と
び
を
ど
毎
日
運

動
を
を
心
が
け
る
（
家
族
、
と
く

に
母
親
が
い
っ
し
ょ
に
す
竜
と

効
果
的
）
。

⑥
生
活
の
中
で
か
ら
だ
を
動
か
す

習
慣
を
（
ふ
と
ん
の
上
げ
下
ろ

し
を
ど
）
。

⑦
だ
ら
し
の
な
い
姿
勢
は
や
め
さ

せ
る
（
横
に
在
っ
た
ま
ま
テ
レ

ビ
を
見
た
り
、
マ
ン
ガ
を
読
む

な
ど
）
。

「
オ
カ
ア
サ
ン
ヤ
ス
メ
　
ハ
ハ
キ

ト
ク
」
　
っ
て
ご
存
知
？

オ
‖
＝
オ
ム
レ
ツ

カ

‖

カ

レ

ー

ア
＝
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

サン

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

伯
　
④
お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め
る

ヤ
＝
ヤ
キ
ソ
バ

ス
＝
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

メ
＝
メ
ダ
マ
ヤ
キ

ハ
＝
ハ
ン
バ
ー
グ

ハ
＝
ハ
ム
エ
ッ
グ

キ
＝
ギ
ョ
ウ
ザ

ト

＝

ト

ー

ス

ト

ク

＝

ク

リ

ー

ム

シ

チ

ュ

ー

こ
れ
は
、
最
近
の
子
ど
も
の
好

き
を
食
べ
物
の
頭
文
字
を
並
べ
た

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
共
通
の
特

徴
は
、
①
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
増
加
を
招
く
飽
和
脂
肪
酸
が
多

い
、
②
魚
や
野
菜
が
少
な
い
、
③

繊
維
分
が
少
を
く
、
軟
ら
か
い
食

べ
物
が
多
い
…
…
を
ど
。
わ
が
家

の
食
事
の
再
点
検
を
。

子
ど
も
を
成
人
病
か
ら
守
る
7

つ
の
食
生
活
作
戦

L
偏
食
を
避
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
を

和
・
洋
・
中
華
風
と
料
理
形
態

を
と
り
ま
ぜ
て
、
お
互
い
が
不

足
す
る
も
の
を
補
い
あ
っ
て
、

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
と
れ
る
。
1

日
3
0
食
品
を
目
標
に

2
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
り
す
ぎ
に
注

意
し
よ
う

肥
満
予
防
の
た
め
、
太
り
す
ぎ

る
と
心
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が

つ
い
て
働
き
が
悪
く
在
り
、
心

臓
に
大
き
を
負
担
が
か
か
る
よ

う
に
な
る
。

3
．
甘
い
菓
子
、
噂
好
飲
料
、
果
物

は
と
り
す
ぎ
な
い

砂
糖
な
ど
の
糖
質
を
と
り
す
ぎ

る
と
、
肝
臓
で
中
性
脂
肪
が
多

く
つ
く
ら
れ
肥
満
の
原
因
に
な

る
4
．
1
日
1
回
、
植
物
油
を
使
っ
た

料
理
を

リ
ノ
ー
ル
酸
を
多
く
含
ん
だ
植

物
油
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

減
ら
す
働
き
が
あ
る
。
大
豆
油
、

サ
フ
ラ
ワ
ー
油
、
ご
ま
油
を
ど

を
使
っ
た
料
理
を

5
．
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を

十
分
に

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
の
強
化
、
心

臓
の
筋
肉
の
強
化
、
イ
ラ
イ
ラ

防
止
な
ど
重
要
な
働
き
が
。
牛

乳
、
小
魚
、
緑
黄
色
野
菜
を
ど

を
十
分
に

隼
フ
す
味
に
慣
れ
さ
せ
、
塩
分
の

と
り
す
ぎ
を
防
ご
う

う
す
味
を
お
い
し
く
食
べ
さ
せ

る
に
は
調
理
の
工
夫
が
大
切
。

調
味
料
や
漬
け
物
を
ど
も
ひ
か

え
め
に

7
．
毎
食
、
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を

野
菜
不
足
は
、
が
ん
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
成
人
病
の
促
進
因
子

に
を
る
だ
け
で
を
く
、
虫
歯
や

便
秘
の
原
因
に
も
な
る
。

　 キ リ ト リ 線

神 戸 在 住 者 （江 府 町 出 身 ）

紹　 介　 名　 簿

紹
介
者

部
落
名

氏

名 （T E L ．75－　　 ）

キ

リ

ト

リ

線

神

戸

在

住

者

氏

名

住

戸斤

〒

電
話
番
。／7

℡
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10月届け

増
田
幸
一
郎

細
田
　
眞
弓

宮
本
　
伸
司

湯
浅
　
晶
子

大
阪
府
岸
和
田
市

江
尾
か
ら

下
安
井

島
根
県
能
義
郡
か
ら

（
敬
称
略
）

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

柿
原
　
前
田
　
和
毅

一
志
、
敦
美
　
　
長
男

佐
　
川
　
加
藤
　
　
真

三
紀
夫
、
幸
子
　
長
男

助
　
澤
　
澤
口
　
知
枝

一
司
、
由
紀
美
　
長
女

御
　
机
　
岡
本
　
俊
樹

一
也
、
千
恵
美
　
長
男

久
　
連
　
門
谷
由
香
理

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

小
　
原
川
上
千
鶴
子
6
2
歳
賢
佑
宅

小
江
尾
長
尾
　
公
江
6
9
歳
克
人
宅

”

　

　

、

・

．

がとう

ございました

［

10月中寄託分

聡
美

∇
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

二
女

貝
　
田
　
加
藤
　
静
枝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
森
谷
　
頼
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
田
口
　
恒
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
遠
藤
　
安
敏
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
本
高
　
恵
子
　
様

（
ご
本
人
梯
退
院
）

宮
ノ
前
　
土
井
垣
露
子
　
梯

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
遠
藤
　
省
治
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
加
藤
貴
美
枝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
川
端
し
な
よ
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
梅
林
す
み
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

都
市
と
農
村
の
交
流

神
戸
在
住
者
名
簿
作
成
に
ご
協
力
を
。

都
市
と
農
村
の
交
流
事
業
を
促

進
し
よ
う
と
、
江
府
町
で
は
戦
時

中
の
学
童
疎
開
が
取
り
持
つ
縁
で

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
町
と
お
付
き

合
い
を
始
め
て
い
ま
す
。

線
　
9
月
1
日
～
2
日
に
は
、
江
府

ノ
町
か
ら
新
鮮
を
野
菜
や
特
産
品
を

も
っ
て
魚
崎
町
に
出
か
け
盛
大
に

ト
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た

り
こ
の
日
、
下
蚊
屋
の
明
神
社
社
中

∴
工
㍉
圭
∴
了

め
ま
し
た
。

こ
の
神
戸
市
と
の
交
流
に
は
東

灘
区
役
所
も
全
面
的
な
支
援
を
約

束
さ
れ
、
双
方
の
住
民
同
志
が
交

流
を
深
め
る
ま
で
に
も
っ
て
い
き

た
い
と
将
来
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
よ
り
幅
広
い
住
民
の

方
々
の
協
力
を
い
た
．
だ
く
た
め
の

手
初
め
と
し
て
、
本
町
出
身
の
神

戸
在
住
者
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
お
差
し
っ
か

え
の
を
い
範
囲
で
裏
面
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
役
場
農
林
課
ま

で
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
簿
は
即
売
会
、
交
流
会
の
案

内
、
特
産
品
の
販
売
案
内
を
ど
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
締
切
　
1
2
月
2
8
日
也
ま
で
。

洲
河
崎
　
佐
々
木
　
場
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

第238号

大
下
　
　
潔

下
原
書
和
美

足
立
　
和
明

山
根
　
利
恵

谷
口
　
真
二

水
野
　
美
和

高
橋
　
　
豊

根
井
　
和
美

長
谷
尾
　
満

生
田
　
美
香

西
伯
郡
日
吉
津
村

俣
野
か
ら

米
子
市

江
尾
か
ら

美
用

岡
山
市
か
ら

岡
山
県
玉
野
市

美
用
か
ら

西
伯
郡
日
吉
津
村

武
庫
か
ら

■
香
典
返
し
と
し
て

下
蚊
屋
　
大
森
　
正
文
　
様

（
祖
母
春
子
様
ご
逝
去
）

小
　
原
　
川
上
　
賢
佑
　
梯

（
妻
千
鶴
子
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
長
尾
　
克
人
　
様

（
姉
公
江
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

柿
　
原
　
奥
田
を
た
ね
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

江府町社会福祉協議会

善意銀行受払報告

1．　9月末累計額

1，344，705円

2．10月中寄託額

215，000円

内　訳

香典返し　　50，000円

内　　祝　165，000円

3．支出額

0円

4．10月末累計額

1，559，705円

12月開設

人権、行政、心配ごと相談所
と　き12月7日（金）

午前9時～正午
ところ　日　輪　闇

相談員　安江久夫人権擁護委員

野口　是人権擁護委員

法務局総務課長

Soumu
四角形


